
 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

現状維持
初期値（H25年度） 92.9%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 101.3%
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事
業
名

妊婦健康診査《地域子ど
も・子育て支援事業》
（こども相談課）

指標 第１回目の受診率
事業の傾向

実績値（R1年度） 96.2% 評 価

令和元年度

A

内
容

　妊婦健康診査は、妊婦の健康の保持増進を図り、安全・安心な妊娠・出産を迎えられるよう、実施するものです。
母子健康手帳交付時に妊娠健康診査、ＨＢｓ抗原検査、ＨＣＶ抗体検査、ＨＩＶ抗体検査、風疹抗体検査、ＨＴＬＶ
－１抗体検査、性器クラミジア検査、子宮頸がん検査の助成券を交付しています。
　今後も、妊娠健康診査にかかる自己負担の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　母子健康手帳交付時に、妊婦健康診査助成券を交付しています。出産までの妊婦健診14回分とその他、ＨＩＶ抗体
検査、ＨＴＬＶ-1抗体検査、性器クラミジア検査、子宮頸がん検査などの検査を一部助成により、妊娠初期から健診
受診することができ、経済的負担は軽減されています。妊婦健康診査を受けることで、出産まで継続して妊婦の健康
の保持増進、安全・安心な妊娠・出産につながっています。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

健康診査 14回 14回 14回 14回 14回

実 績 値 97.0% 95.1% 96.4% 95.9% 96.2%
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事
業
名

予防接種（健康課）

指標 接種率
事業の傾向 現状維持

実績値（R1年度） 90.8% 評 価 A

内
容

　予防接種は、予防接種法などに基づき、感染症の予防に有効な予防接種（Ｂ型肝炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、四種混合、不活
化ポリオ、ＢＣＧ、麻しん風しん混合、水痘、日本脳炎、二種混合、子宮頸がん予防）を実施医療機関での個別接種として実施
するものです。予防接種の種類が増え内容が複雑化しているため、実施医療機関との連携を強化し、適切な接種勧奨に努めま
す。また、予防接種の間違い防止、健康被害に対する適切な対応に力を入れ、被接種者が必要な予防接種を安全・適切に受けら
れるよう、接種履歴データの活用と相談体制の充実を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　被接種者が、安全に適切な接種を受けられるよう実施医療機関へ説明及び資料の配付を行うとともに、対象者には
個別通知や広報、市公式ホームページ、公共施設などへのポスターで周知を図りました。また、複雑化した予防接種
のスケジュール管理の一助となるよう予防接種情報提供サービスを開始しました。今後も、被接種者が必要な予防接
種を安全・適切に受けられるよう努めていきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

接種者数 35,121人 36,764人 36,829人

初期値（H25年度） 73.7%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 95.6%

37,476人 35,340人

平成３０年度 令和元年度

実 績 値 83.1% 88.3% 93.3% 94.2% 90.8%

現状維持
初期値（H25年度） 91.7%

目標値（R1年度） 93.0% 進 捗 率 97.5%
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事
業
名

母子健康手帳の交付
（こども相談課）

指標 妊娠１１週以内の交付割合
事業の傾向

実績値（R1年度） 90.7% 評 価

令和元年度

A

内
容

　母子健康手帳は、妊娠、出産および育児に関する一貫した健康管理を支援し、母親や乳幼児の健康の保持増進を図
るため、必要な指導および助言を行いながら交付するものです。
　今後も、妊娠期から乳幼児期までの健康に関する重要な情報の一元管理のため、春日部市保健センターなどにおい
て、母子健康手帳を交付します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　医師から妊娠の診断を受け、妊娠届け出書を提出した方に、子育て世代包括支援センターなどで母子健康手帳を交
付しました。併せて妊婦健康診査助成券を交付し、必要な情報提供や助言を行いました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

妊娠届数 1,608件 1,567件 1,492件 1,388件 1,378件

実 績 値 91.9% 93.1% 92.4% 90.9% 90.7%

現状維持
初期値（H25年度） 20.5%

目標値（R1年度） 26.0% 進 捗 率 88.1%
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事
業
名

妊婦歯科健康診査
（こども相談課）

指標 受診率(歯科健康診査受診者数/母子健康手帳の交付数)
事業の傾向

実績値（R1年度） 22.9% 評 価

令和元年度

A

内
容

　妊婦歯科健康診査は、妊婦に対して歯周疾患を早期に発見し、適切な保健指導及び口腔衛生に関する正しい知識の
普及を行うことにより、妊婦及び胎児への健康保持増進を図ることを目的として、問診、歯科診察、結果説明、保健
指導を行うものです。
　今後も、妊娠期から口腔衛生に関する啓発を行い、出産後も母子ともに歯と口の健康意識を高めます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　母子手帳交付時に、妊婦歯科健康診査助成券を交付しています。妊娠中の口腔内の変化について説明し、妊娠中の
歯科受診を勧めています。妊娠期から口腔衛生に関する啓発を行うことで、出産後の母子の歯科保健の意識の向上に
努めました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

受診件数 383件 367件 376件 306件 342件

実 績 値 22.0% 21.8% 23.3% 20.4% 22.9%



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

目標値（R1年度） 88.0% 進 捗 率 96.5%

実績値（R1年度） 84.9% 評 価 A
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事
業
名

乳幼児健康相談
（こども相談課）

指標 対象者の相談率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 83.1%

内
容

　ママパパ学級では妊娠期から授乳期の食事について、離乳食教室では離乳食の進め方について、10か月児健康診査
では該当月齢の離乳食と今後の進め方について講義を行いました。これにより、ライフステージにあわせた食に関す
る正しい情報を提供し、食に対して関心を持つきっかけを作り、適切な食習慣を実践できるよう支援しました。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　未就学児の乳幼児を対象に、乳幼児が心身ともに健康に育つよう身体計測、育児相談、母乳相談、栄養相談、言
語・心理および運動の発達相談を実施しました。平成30年度に子育て世代包括支援センターが開設されたことに伴
い、平成30年以降の申込人数は減少していますが、育児について身近に相談できる機会を提供しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

申込人数 1,159人 1,148人 1,198人 775人 693人

実 績 値 84.3% 84.0% 86.8% 91.4% 84.9%

目標値（R1年度） 97.0% 進 捗 率 97.5%

実績値（R1年度） 94.6% 評 価 A
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事
業
名

４か月児健康診査
（こども相談課）

指標 受診率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 96.7%

内
容

　４か月児健康診査は、４か月から５か月未満の乳児を対象に、先天異常、中枢神経系の異常、整形外科的疾患や発
育発達の遅れの早期発見および健康の保持増進を図るため、市内の医療機関において、発育栄養状態、神経・運動機
能の発達検査などの健康診査を実施するものです。
　今後も、かすかべびーず訪問において４か月児健康診査の必要性を説明しながら受診勧奨につなげます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　4か月から5か月未満の乳児を対象に、疾患や発育発達の遅れの早期発見及び健康の保持増進を図るため、市内の医
療機関において、健康診査を実施しました。4か月児健康診査票については、かすかべびーず訪問にて、保健師、母子
保健推進員が手渡しを基本としますが、希望があった場合、居住地へ郵送しました。また、未受診者については、保
健師が電話や訪問により受診勧奨をすることで、発育等の状況を確認しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

受診人数 1,498人 1,418人 1,416人 　1,353人 1,250人

実 績 値 95.6% 95.2% 97.5% 96.7% 94.6%

目標値（R1年度） 96.0% 進 捗 率 98.2%

実績値（R1年度） 94.3% 評 価 A
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事
業
名

１０か月児健康診査
(こども相談課）

指標 受診率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 95.5%

内
容

　10か月健康診査は、9か月から1歳未満の乳児を対象に、ハイハイなど運動面の発達や離乳食完了期と栄養面におい
ての指標から、異常の早期発見や育児支援を行うとともに、児が心身ともに健康に育つことを目的に、問診、身体計
測、内科診察、栄養指導、保健指導を実施するものです。
　今後も、未受診者に対して保健師が、電話・ハガキ・訪問などにより受診勧奨を行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　出生後9か月を越え、満１歳に達しない乳児を対象に、健診案内を個別に通知し、異常の早期発見や育児支援を行
い、児が心身ともに健康に育つことを目的に健診を実施してきました。過去5年間の健診受診率の平均値は、96.3％で
あり目標受診率を達成しました。今後も、健診内容を充実させ、未受診者に対して保健師等が、電話・ハガキ・訪問
などにより受診勧奨を実施していきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

受診者数 1,526人 1,507人 1,423人 1,360人 1,235人

実 績 値 96.9% 97.7% 95.7% 97.1% 94.3%

現状維持
初期値（H25年度） 96.3%

目標値（R1年度） 97.0% 進 捗 率 98.9%
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事
業
名

１歳６か月児健康診査
（こども相談課）

指標 受診率
事業の傾向

実績値（R1年度） 95.9% 評 価

令和元年度

A

内
容

　1歳6か月児健康診査は、1歳6か月から2歳未満の乳児を対象に、歩行や発語、言語理解などの獲得を指標として、異
常の早期発見や健康の保持増進を目的とし、身体計測、内科診察、歯科診察、栄養指導、保健指導、心理相談、ブ
ラッシング指導を実施するものです。今後も、未受診者に対して、母子保健推進員や保健師が家庭訪問などによる受
診勧奨を行うともに、育児状態を確認します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　1歳6か月を越え、満2歳に達しない幼児を対象に、健診案内を個別に通知し、異常の早期発見や育児支援を行い、児
が心身ともに健康に育つことを目的に健診を実施しました。今後も、健診内容を充実させ、未受診者に対して保健師
等が、電話・手紙・訪問などにより受診勧奨を実施していきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

受診者数 1,564人 1,536人 1,450人 1,454人 1,301人

実 績 値 95.2% 97.5% 94.6% 96.7% 95.9%



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

目標値（R1年度） 99.0% 進 捗 率 99.8%

実績値（R1年度） 98.8% 評 価 A
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事
業
名

１歳６か月児健康診査歯
科指導
（こども相談課）

指標 むし歯のない１歳６か月児の割合
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 98.8%

内
容

　1歳6か月児健康診査歯科指導は、1歳6か月児健康診査時に、むし歯のある幼児の保護者に対して、ブラッシング指
導および保健指導を行うものです。
　今後も、引き続き、むし歯のある幼児の保護者に対して、ブラッシング指導および保健指導を行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　1歳6か月児健康診査時に、むし歯やかみ合わせに異常がある幼児の保護者に対し、ブラッシング指導及び保健指導
を実施しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

受診者数 1,564人 1,536人 1,452人 1,456人 1,300人

実 績 値 98.7% 97.9% 99.2% 99.3% 98.8%

目標値（R1年度） 100.0% 進 捗 率 100.0%

実績値（R1年度） 100.0% 評 価 A
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事
業
名

１歳６か月児健康診査２
次指導（親子教室）
（こども相談課）

指標 対象者の継続受講率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 91.3%

内
容

　1歳6か月児健康診査2次指導（親子教室）は、1歳6か月児健康診査後、言葉の遅れもしくは社会情緒的発達面での遅
れなどが疑われる幼児、また療育上問題があると思われる保護者および幼児に対し、適切な援助を行い、幼児の適切
な発達を促すとともに、保護者同士の交流の場を提供するものです。
　今後も、引き続き、療育上問題があると思われる保護者および幼児に対し、適切な援助を行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　1歳6か月児健康診査後、言葉の遅れもしくは社会情緒的発達面での遅れなどが疑われる幼児、または療育上問題が
あると思われる保護者及び幼児に対し、適切な援助を行い、幼児の適切な発達を促し保護者同士の交流の場を提供し
ました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

実人数 35人 45人 40人 34人 44人

実 績 値 97.1% 98.0% 90.0% 94.1% 100.0%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 95.1%

実績値（R1年度） 90.4% 評 価 A
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事
業
名

３歳５か月児健康診査
（こども相談課）

指標 受診率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 93.1%

内
容

　3歳5か月児健康診査は、身体発育および精神面の発達が著しく、精神発達の遅れや弱視、難聴といった身体的機能の異常の発
見が可能となってくる、3歳5か月から4歳未満の乳児を対象に、問診、身体測定、内科診察、歯科診察、尿検査、眼・耳に関する
アンケート、栄養指導、保健指導、心理相談、ブラッシング指導を行うものです。今後も、未受診者に対して、母子保健推進員
や保健師が家庭訪問などによる受診勧奨を行うとともに、育児状態を確認します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　3歳5か月を越え、満4歳に達しない幼児を対象に、健診案内を個別に通知し、異常の早期発見や育児支援を行い、児
が心身ともに健康に育つことを目的に健診を実施しました。今後も、健診内容を充実させ、未受診者に対して保健師
等が、電話・手紙・訪問などにより受診勧奨を実施していきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

受診者数 1,485人 1,655人 1,521人 1,512人 1,337人

実 績 値 91.6% 94.9% 91.7% 93.6% 90.4%

現状維持
初期値（H25年度） 81.7%

目標値（R1年度） 85.0% 進 捗 率 101.2%
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事
業
名

３歳５か月児健康診査歯
科指導
（こども相談課）

指標 むし歯のない３歳児の割合
事業の傾向

実績値（R1年度） 86.0% 評 価

令和元年度

A

内
容

　3歳5か月児健康診査歯科指導は、3歳5か月児健康診査時に、むし歯のある乳児の保護者に対して、ブラッシング指
導および保健指導を行うものです。
　今後も、引き続き、むし歯のある乳児の保護者に対して、ブラッシング指導および保健指導を行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　3歳5か月児健康診査時に、むし歯やかみ合わせに異常がある幼児の保護者に対し、ブラッシング指導及び保健指導
を実施しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

受診件数 1,484人 1,571人 1,519人 1,512人 1,332人

実 績 値 81.3% 81.9% 82.4% 84.4% 86.0%



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

目標値（R1年度） 100.0% 進 捗 率 100.0%

実績値（R1年度） 100.0% 評 価 A
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事
業
名

３歳５か月児健康審査２
次指導（幼児教室）
（こども相談課）

指標 対象者の継続受講率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 91.9%

内
容

　3歳5か月児健康審査2次指導（幼児教室）は、3歳5か月児健康診査後、全体的な発達の遅れなどが疑われる乳児、ま
た療育上問題があると思われる保護者および幼児に対し、適切な援助を行い、幼児の適切な発達を促すとともに、保
護者同士の交流の場を提供するものです。
　今後も、引き続き、療育上問題があると思われる保護者および幼児に対し、適切な援助を行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　3歳5か月児健康診査後、また、3歳頃に実施した各種相談において、言葉の遅れもしくは社会情緒的発達面での遅れ
などが疑われる幼児、または療育上問題があると思われる保護者及び幼児に対し、適切な援助を行い、幼児の適切な
発達を促し保護者同士の交流の場を提供しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

実人数 20人 32人 37人 26人 30人

実 績 値 95.2% 96.8% 94.6% 100.0% 100.0%

目標値（R1年度） 110,000部 進 捗 率 109.1%

実績値（R1年度） 120,000部 評 価 A

41

事
業
名

ゴミニケーション・健康情
報カレンダーによる情報提
供（健康課）

指標 発行部数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 107,000部

実 績 値 109,000部 114,250部 120,000部 120,000部 120,000部

内
容

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーによる情報提供は、各世帯に配布しているゴミニケーション・健康情報カ
レンダーに、乳幼児健康診査や予防接種、市内医療機関一覧などの情報を掲載し、子どもの健康に関する情報を提供
するものです。
　今後もわかりやすい紙面づくりに取り組むとともに、必要な情報を全ての家庭に提供できるよう、努めていきま
す。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーに乳幼児の健診や予防接種などの子どもの健康に関する情報を掲載し、広
報かすかべ3月号と同時に各世帯に配布すると共に、市内の21施設で配付しました。また、PDFデータを市公式ホーム
ページに掲載しました。平成27年度の発行部数は109,000部でしたが、平成29年度より120,000部に増やしたことによ
り、部数不足によるコピーでの配布を無くすことができました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

現状維持
初期値（H25年度） 107,000部

目標値（R1年度） 110,000部 進 捗 率 109.0%

41

事
業
名

ゴミニケーション・健康
情報カレンダーによる情
報提供
（こども相談課）

指標 発行部数
事業の傾向

実績値（R1年度） 120,000部 評 価

令和元年度

実 績 値 ― ― ― 120,000部 120,000部

A

内
容

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーによる情報提供は、各世帯に配布しているゴミニケーション・健康情報カ
レンダーに、乳幼児健康診査や予防接種、市内医療機関一覧などの情報を掲載し、子どもの健康に関する情報を提供
するものです。
　今後もわかりやすい紙面づくりに取り組むとともに、必要な情報を全ての家庭に提供できるよう、努めていきま
す。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーに乳幼児健康診査や乳幼児健康相談の日程、母子保健に関する情報を掲載
しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

目標値（R1年度） 42,300人 進 捗 率 54.8%

実績値（R1年度） 23,196人 評 価 B
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事
業
名

保健センターの充実
（健康課）

指標 来館者数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 38,522人

実 績 値 32,960人 26,343人 26,628人 23,806人 23,196人

内
容

 保健センターは、健康づくり支援の事業拠点として、各種事業を行う施設です。事業内容は健康増進事業（各種がん検診・健康
教育・健康相談など）、母子保健事業（母子健康手帳の交付・乳幼児健康診査・相談など）、精神保健事業です。
　今後も、引き続き、健康づくり支援を行うため、健康管理体制の強化や健康増進のための事業拠点として、保健センターの整
備・充実を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　保健センターでは、健康増進事業（各種がん検診・健康教育・健康相談等）、母子保健事業（母子手帳の交付・乳
幼児健康診査・相談等）、精神保健事業、その他健康づくり支援事業を実施しました。がん検診指針の変更に対応し
た検診の実施に伴い、来館者数が減少しています。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

現状維持
初期値（H25年度） 92.0%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 93.8%
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事
業
名

両親学級（ママパパ学
級）
（こども相談課）

指標 受講率
事業の傾向

実績値（R1年度） 89.1% 評 価

令和元年度

A

内
容

　両親学級（ママパパ学級）は、出産を迎える妊婦およびその夫に対し、妊娠、分娩、栄養、育児、および歯科につ
いての講義、赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体験、母乳ケアの実技指導を行うものです。
　今後も、妊娠、分娩および育児についての知識と技術を提供し、必要に応じて健康相談を行うことで、安心して出
産・育児が迎えられるよう支援します。また、仲間づくりの場としても活用します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　両親学級（ママパパ学級）は、初めて出産を迎える妊婦およびその夫を対象に、母子健康手帳交付時にご案内ちらしを配布
し、申込み制、2回コースで開催するものです。妊娠、分娩、育児、栄養、歯科についての講義、沐浴体験、乳房ケアなどの実技
指導を実施しました。
　今後も、妊娠、出産、育児についての知識と技術を提供し、必要に応じて健康相談を行うことで、安心して出産・育児が迎え
られるよう支援します。また、仲間づくりの場としても活用します。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

受講者数 222人 422人 374人 519人 535人

実 績 値 96.1% 94.7% 96.6% 94.8% 89.1%

現状維持
初期値（H25年度） 94人

目標値（R1年度） 100人 進 捗 率 43.0%
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事
業
名

初孫教室
（こども相談課）

指標 受講者数
事業の傾向

実績値（R1年度） 43人 評 価

令和元年度

実 績 値 89人 75人 88人 60人 43人

B

内
容

　初孫教室は、初孫を迎える祖父母へ、最近の育児情報、赤ちゃんのお風呂の入れ方の技術指導、離乳食・おやつに
ついて試食・実技指導を行うものです
　今後も、育児で悩む子ども夫婦のよき理解者、支援者となり、子どもの夫婦と協力し合い楽しんで育児を行えるよ
う、祖父母に最近の育児情報を提供します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　初孫教室は、孫を迎える祖父母、または、生後6か月ごろまでの児を育児する保護者を支援しようとする者を対象に、実技指導
や最近の育児情報の提供を行いました。今後も孫を迎える祖父母等が、育児中の保護者の理解者、支援者となり、保護者ととも
に育児が行えるよう、また、地域の子育て支援活動を推進するために、孫育て教室を実施するものです。また、すでに孫がいる
方などからの受講希望があることから、対象者の範囲を広げ、令和2年度から名称を「孫育て教室」へ変更しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

目標値（R1年度） 160人 進 捗 率 52.5%

実績値（R1年度） 84人 評 価 B
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事
業
名

乳幼児応急手当講習会
（こども相談課）

指標 受講者数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 140人

実 績 値 124人 142人 137人 122人 84人

内
容

　乳幼児応急手当講習会は、乳幼児の事故予防の啓発をすることで、保護者が未然に事故を防ぐことができ、また、
家庭内の不慮の事故の応急手当てができるよう、乳幼児に対する心肺蘇生法などの講習を実施するものです。
　今後も、引き続き、乳幼児の事故防止を図ることができるよう、乳幼児応急手当講習会を開催します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　妊婦、乳幼児保護者、子どもを預かることがある方を対象に、年8回開催しました。乳幼児に起こりやすい事故につ
いて、心肺蘇生法、AEDの使い方などの実技をしながら講習会を開催しました。今後も、引き続き子どもの事故予防に
ついて関心を持つことができるよう実施していきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 0.0%

実績値（R1年度） ― 評 価 B
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事
業
名

子育て支援講座出産編の
実施（市民参加推進課）

指標 受講率
事業の傾向 縮小

初期値（H25年度） 45.0%

内
容

　子育て支援講座出産編は、妊産婦へ出産・育児に関する情報を提供し、安心して出産・子育てができるよう支援す
るものです。
　今後も、春日部地区助産師会と共催で子育て支援講座出産編を開催し、安心して出産・子育てができるよう支援し
ます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　平成27～29年度までは目標値を超えた集客実績を残しました。平成30年度以降は指定管理者による事業運営となっ
たため、子育て支援講座は継続しているものの、出産に限定せず様々なテーマに広げ実施していくこととなりまし
た。令和元年度は新型コロナウイルスの影響で開催できませんでした。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

参加者数 13組 13組 12組 7組 ―

実 績 値 80.0% 87.0% 80.0% 35.0% ―



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
基本2-1親と子の健康生活の充実

現状維持
初期値（H25年度） 92.3%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 96.2%
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事
業
名

かすかべびーず訪問（乳
児家庭全戸訪問事業）
（こども相談課）

指標 訪問実施率
事業の傾向

実績値（R1年度） 91.4% 評 価

令和元年度

A

内
容

　かすかべびーず訪問（乳児家庭全戸訪問事業）は、子育て支援のため、母子保健推進委員、保健師などが生後2か月
頃の赤ちゃんのいる家庭を全戸訪問し、母子の様子を確認しながら、子育てに関する相談や子育て支援の情報提供を
行うものです。また、訪問時に４か月児健康診査票などを説明しながら手渡し、受診勧奨に努めるものです。今後
も、引き続き、子育てに関する情報提供と不安や悩み解決のための、訪問を実施します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　母子健康手帳交付時や新生児訪問の際、かすかべびーず訪問について周知を行いました。訪問の際は、母子の様子
を確認しながら、子育てに関する相談や子育て支援に関する情報提供を行いました。訪問時の様子を地区担当保健師
と情報共有をし、随時電話相談や訪問を行い、母親の不安軽減に努めました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

訪問件数 1,415件 1,367件 1,300件 1,313件 1,093人

実 績 値 91.5% 92.2% 91.0% 93.6% 91.4%

目標値（R1年度） 100.0% 進 捗 率 99.1%

実績値（R1年度） 99.1% 評 価 A
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事
業
名

妊婦産婦訪問
（こども相談課）

指標 対象者の訪問実施率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 97.7%

内
容

　妊婦産婦訪問は、妊娠中の不安を抱える妊婦、育児不安を持つ産婦へ、疾病予防や異常の早期発見など、適切な対
処の方法について、保健師・助産師などが妊産婦訪問指導を行うものです。
　今後も、引き続き、対象者について適切な訪問指導を実施します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　出生連絡票や電話で訪問の希望等があった家庭に、埼玉県助産師会春日部地区に委託をしている助産師や、地区担
当保健師が訪問し、保健指導を行いました。平成27年度の訪問件数は654件でしたが、令和元年度は804件まで増加し
ました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

訪問件数 654件 742件 743件 807件 804件

実 績 値 97.7% 93.1% 96.9% 97.7% 99.1%

現状維持
初期値（H25年度） 93.3%

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 98.3%
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事
業
名

未熟児訪問
（こども相談課）

指標 訪問実施率
事業の傾向

実績値（R1年度） 93.4% 評 価

令和元年度

A

内
容

　未熟児訪問は、未熟児を育てる家庭へ保健師、助産師などの専門職が家庭訪問を行い、保護者の精神的な負担感の
軽減を図るとともに、未熟児の健康状態の把握を行い、必要な助言を行うものです。
　今後も、引き続き、対象児について適切な助言を実施します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　こども政策課からの養育医療給付申請者についての情報提供や出生連絡票のはがきにより対象者を把握し保健師ま
たは助産師が訪問し、発育・発達の確認と保健指導を行いました。入院中などにより、訪問を実施できなかった方に
は、電話や面接による支援を行いました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

訪問件数 50件 44件 47件 77件 71件

実 績 値 78.0% 86.3% 82.5% 90.5% 93.4%

目標値（R1年度） 100.0% 進 捗 率 99.0%

実績値（R1年度） 99.0% 評 価 A
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事
業
名

新生児訪問
（こども相談課）

指標 希望者の実施率
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 97.7%

内
容

　新生児訪問は、新生児を育てる家庭へ保健師、助産師などの専門職が家庭訪問を行い、保護者の精神的な負担感の
軽減を図るとともに、新生児の健康状態の把握を行い、必要な助言を行うものです。
　今後も、引き続き、新生児の健康な発育と母親への育児支援を目的として、希望のあった家庭へ訪問指導を行いま
す。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　出生連絡票や電話で訪問の希望等があった家庭へ、埼玉県助産師会春日部地区に委託をしている助産師や、地区担
当保健師が訪問し、保健指導を行いました。平成27年度の訪問件数は661件でしたが、令和元年度は734件まで増加し
ました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

訪問件数 661件 661件 649件 741件 734件

実 績 値 97.7% 94.1% 96.9% 97.8% 93.2%



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
 基本2-2心身を育む食育の推進

現状維持
初期値（H25年度） 9か所

目標値（R1年度） 8か所 進 捗 率 87.5%
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事
業
名

保育所給食（保育課）

指標 実施箇所数
事業の傾向

実績値（R1年度） 7か所 評 価

令和元年度

A

内
容

　保育所給食は、保育の中で、子どもたちが毎日の食べ物について、どのように調理されているかを見たり、匂いを
かいだりすることにより、食への関心を育み、心身ともに健康な生活ができる力を培うものです。また、保護者にも
「給食だより」などによる情報の提供を行うものです。
※公立保育所の統合及び指定管理者制度の導入により７か所となりましたが、今後も提供する内容は変わらず、事業
の充実を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　公立保育所の統合及び指定管理者制度の導入により、提供食数は減少しましたが、保育所給食の提供を図りまし
た。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

提供食数 186,376食 152,002食 154,821食 152,929食 147,194食

実 績 値 8か所 ７か所 7か所 7か所 7か所

目標値（R1年度） 20回

実績値（R1年度） 57回 評 価 A

現状維持
初期値（H25年度） 12回

進 捗 率 285.0%

A

現状維持
初期値（H25年度） 8回

21回

60回 57回実 績 値 20回 37回 54回
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事
業
名

保育所食育（保育課）

指標 実施回数
事業の傾向

令和元年度

内
容

　保育所食育は、地産地消の推進に取り組み、自分たちの食べるものがどこからやってくるのか、また、園庭で育て
た野菜を給食にとり入れることで、食材の理解を深めるものです。また、地場産品も取り入れ、郷土の食材への理解
を深めるものです。
　現在は食育の日を取り入れたり、収穫体験を行ったりしていますが、今後は事業の実施回数を増やすなど、検討し
ていきます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　市内農園で収穫体験を行い、市内産の農産物等を給食に取り入れました。また、月に1回の食育の日に加え、栄養士
が各保育所に巡回し、食育教室を実施するなど、内容の充実や、回数の増加に努めました。

目標値（R1年度） 29.0% 進 捗 率 82.1%

実績値（R1年度） 23.8% 評 価 A
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事
業
名

離乳食教室
（こども相談課）

指標 受講率　
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 28.4%

実 績 値 33.1% 27.4% 30.0% 25.7% 23.8%

内
容

　離乳食教室は、離乳食作りの正しい情報を提供することで育児不安を解消し、同じ月齢の乳児をもつ母親が孤立す
ることのないよう、交流の機会を設けることを目的に、講話、試食提供、交流会を実施するものです。
　今後も、離乳食作りの情報を提供するとともに、母親間の交流の機会を設けます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　離乳食教室は、おおむね4か月児と7か月児の母親等育児に携わる人を対象にスタート編、ステップアップ編の2回1
コースで実施しました。スタート編は、離乳食の進め方について講義と交流会、ステップアップ編は、離乳食の進め
方についての講義と事故予防の講話を行い、離乳食に関する知識の普及と離乳食を進めていく中で生じる疑問や相談
に対応し、育児不安の軽減を図りました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

内
容

　クッキング保育は、食育の一環として、食材に興味を持ってもらうために、園庭で育てた野菜や季節の食材を使
い、子どもたちで調理の一部を行う、「クッキング保育」を年に1回程度実施するものです。
　今後も、引き続き、回数の増加などを検討していきます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和元年度の実施回数は減りましたが、園庭で育てた野菜や季節の食事
を利用し、児童の年齢に沿ったクッキング保育を実施できました。今後は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に努
めながら、実施時期や内容を検討して参ります。

平成３０年度
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事
業
名

クッキング保育
（保育課）

指標 実施回数
事業の傾向

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

進 捗 率 131.3%

実 績 値 16回 17回 31回 36回

目標値（R1年度） 16回

実績値（R1年度） 21回 評 価

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
 基本2-2心身を育む食育の推進

平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度）

評 価 A

目標値（R1年度） ―

現状維持
初期値（H25年度） ―
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事
業
名

食の健康教育
（こども相談課）

指標 受講者数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 1,018人

実 績 値 2,006人 2,373人 2,218人 2,142人 1,752人

　ママパパ学級では妊娠期から授乳期の食事について、離乳食教室では離乳食の進め方について、10か月児健康診査
では該当月齢の離乳食と今後の進め方について講義を行いました。これにより、ライフステージにあわせた食に関す
る正しい情報を提供し、食に対して関心を持つきっかけを作り、適切な食習慣を実践できるよう支援しました。

平成２７年度 平成２８年度
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事
業
名

学校給食（学務課）

指標 ―

実績値（R1年度） ―

内
容

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況 実 績 値

内
容

　食の健康教育は、子どもが健やかに成長できるよう、食の正しい情報を提供し、おいしく楽しく食べる意欲を育
て、適切な食習慣を身につけることを目的に各ライフステージに合わせて実施するものです。
　今後も、ママパパ学級、離乳食教室、出前講座で食の正しい情報を提供し、食育を推進します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

1,060人 進 捗 率 165.3%

実績値（R1年度） 1,752人

進 捗 率 ―

― ―

―評 価

事業の傾向

　学校給食は、学校栄養職員による「食に関する指導」や児童生徒のアレルギーへの対応、地産地消の推進など、食
育の充実を図るものです。
　今後も、市内の全小中学校において、学校給食を核として食育の充実を図るとともに、引き続き、アレルギー対応
研修会などを開催します。

　6月と11月の地場産物利用強化月間には、地産地消の利用推進に取り組み、春日部産の野菜も給食に取り入れまし
た。また、学校ファームで育てた野菜も給食に取り入れました。
給食時間及び家庭科の授業等を利用し、学校栄養職員による食に関する指導を毎月行いました。
アレルギー児童・生徒への除去食等の提供を行いました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

―― ―
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事
業
名

学校給食（指導課）

指標 ―
事業の傾向

初期値（H25年度） ―

実 績 値 ―

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度） ― 進 捗 率 ―

実績値（R1年度） ― 評 価 ―

現状維持

― ―

目標値（R1年度） 95.0% 進 捗 率 98.2%

内
容

　学校給食は、学校栄養職員による「食に関する指導」や、児童生徒のアレルギーへの対応、地産地消の推進など、
食育の充実を図るものです。
　今後も、市内の全小中学校において、学校給食を核とした食育の充実を図るとともに、引き続き、教職員対象アレ
ルギー対応研修会（エピペン使用法等）を開催します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　学校給食を核とした地産地消など、学校栄養職員の協力を得ながら、各学校の実態に合った食育の充実を図ること
ができました。また、教職員対象の「アレルギー対応エピペン研修会」（エピペンの使用法も含む）を毎年1回実施す
ることができました。

平成２７年度

令和元年度 現状維持
初期値（H25年度） 90.0%

平成２９年度 平成３０年度

参加者数 25組 25組 13組 15組

― ―
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事
業
名

親と子の料理教室
（市民参加推進課）

指標 受講率

実績値（R1年度） 93.3% 評 価

令和元年度

A

内
容

　親と子の料理教室は、子どもと親が参加する「親と子の料理教室」の実施や、ハーモニー春日部で年1回開催される
「ハーモニーフェスタ」においても親子を対象にした食事づくりを行うものです。
　今後も、親子で参加できる料理教室を開催し、食育を推進します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　参加者に非常に好評な事業として、例年高い参加率を維持してきました。当事業から料理をテーマに活動する男性
市民グループが誕生するなど、男女共同参画への影響が形となって表れたこともありました。

14組

実 績 値 96.2% 125.0% 65.0% 100.0% 93.3%

平成２７年度 平成２８年度



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
 基本2-3思春期の健康教育の充実

現状維持
初期値（H25年度） 560枚

目標値（R1年度） 600枚 進 捗 率 159.2%
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事
業
名

思春期の知識の普及
（健康課）

指標 思春期に関するリーフレット配付数
事業の傾向

実績値（R1年度） 955枚 評 価

令和元年度

実 績 値 1,120枚 1,000枚 910枚 955枚 955枚

A

内
容

　思春期の知識の普及として、市内の高校生を対象に思春期の健康管理、性や性感染症予防に関する知識の普及を図
るため、リーフレットを配布しています。
　今後も、引き続き、啓発に努めます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　市内の高等学校（6校）で実施する献血の際に、健康管理、性や性感染症予防に関するリーフレットを養護教諭をと
おして配布しました。今後も、思春期の健康管理について、リーフレットを配布し、啓発を行っていきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

現状維持
初期値（H25年度） 8,000枚

目標値（R1年度） 10,000枚 進 捗 率 100.0%
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事
業
名

未成年者飲酒・喫煙防止
キャンペーン
（健康課）

指標 リーフレット配付数
事業の傾向

実績値（R1年度） 10,000枚 評 価

令和元年度

実 績 値 8,000枚 5,455枚 9,850枚 10,000枚 10,000枚

A

内
容

　未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーンは、市内の酒およびたばこ小売組合が、未成年者の健康な育成の一助とするため、駅頭
にて「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーン」を行うものです。実施に際しては、市をはじめ市教育委員会、春日部警察署、春
日部税務署などが後援・支援を行うほか、市内の高校生の協力を得て、キャンペーン用チラシ・ティッシュを配布しています。
また、成人式の参加者へリーフレットを配布するものです。　今後も、引き続き、啓発に努めます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　年に1回2日間の日程で、市内の高等学校6校の高校生の協力を得て、市内4駅5か所で、チラシ・ティッシュを配布し
ました。今後も、未成年飲酒・喫煙防止について、啓発を努めていきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
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事
業
名

未成年者飲酒・喫煙防止
キャンペーン
（社会教育課）

指標 ―
事業の傾向 現状維持

実績値（R1年度） ―

内
容

　未成年飲酒・喫煙防止キャンペーンは、市内の酒およびたばこ小売組合が未成年者の健全な育成の一助とするた
め、駅頭にて「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーン」を行うものです。実施に際しては、市をはじめ市教育委員
会、春日部警察署、春日部税務署などが後援・支援を行うほか、市内の高校生の協力を得て、キャンペーン用チラ
シ・ティッシュを配布しています。また、成人式の参加者へリーフレットを配布するものです。今後も、引き続き、
啓発に努めます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　未成年者の健全な育成の一助とするため、駅頭の「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーン」に職員を派遣し啓発活
動に努めました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

実 績 値 ― ― ―

初期値（H25年度） ―

目標値（R1年度） ― 進 捗 率 ―

― ―

評 価 A

現状維持
初期値（H25年度） ―

目標値（R1年度） ― 進 捗 率 ―
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事
業
名

保健体育・健康教育
（指導課）

指標 ―
事業の傾向

実績値（R1年度） ― 評 価

令和元年度

実 績 値 ― ― ― ― 　―

―

内
容

　保健体育・健康教育は、小中学校における保健体育・健康教育をとおして、性に対する正しい知識などを身につけ
ていくことを推進するものです。
　現在、市内の全小中学校において性に関する教育を実施しており、今後も引き続き、計画的・継続的に指導を行い
ます。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　市内小・中・義務教育学校において保健体育の授業を中心に、性に関する教育を実施しました。市内の小・義務教
育学校前期課程では「体の発育と健康」を、中・義務教育学校後期課程では「心身の発達と心の健康」を学習しまし
た。それ以外にも、「特別の教科　道徳」において、自他の生命の尊さに関する授業を行ったり、外部講師を招いた
り、保育園と交流したりしながら、命の授業を実施した学校もありました。

平成２７年度 平成２９年度 平成３０年度平成２８年度



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
 基本2-3思春期の健康教育の充実

令和元年度

目標値（R1年度） ― 進 捗 率 ―

実績値（R1年度） ― 評 価 ―
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事
業
名

学校における健康教育
（指導課）

指標 ―
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） ―

実 績 値 ― ― ― ― ―

内
容

　学校における健康教育は、全小中学校における健康教育をとおして、飲酒や喫煙、薬物乱用の防止などに関する教
育を推進するものです。
　現在、市内の全小中学校において喫煙・薬物乱用防止教育を実施しており、今後も引き続き、子どもの心に響く健
康教育となるよう工夫・改善を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　保健学習と合わせて、飲酒や喫煙、薬物乱用の健康被害について、毎年1回以上、講演会や防止教室等を実施しまし
た。児童生徒を健全に成長させるために、保護者・地域の方にも参加を呼びかけ、共に考える場を設定した学校もあ
りました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度



 ２．基本目標２　子どもの健やかな成長の支援
 基本2-4地域で支える小児医療の充実

内
容

　在宅当番医制運営事業は、救急患者を対象に、休日昼間における急な発熱などの病気やけがの診療を、初期救急医
療として市内の医療機関が交代で実施するものです。
　今後も、休日昼間に小児科を受診することができる体制を維持します。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　休日昼間における急な発熱などの病気やけがの診療を、初期救急医療として市内の医療機関が交代で実施をしまし
た。なお1日に診療を行う3医療機関のうち、必ず1医療機関以上は小児科を設置する医療機関が当番医とし、休日に小
児科を受診できる体制を維持したものです。
　また、広報紙やホームページ等により事業内容を広くＰＲし、市民に周知を図り、事業の活用を促しました。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度） 1医療機関 進 捗 率 100.0%

目標値（R1年度） 1医療機関 評 価 A
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事
業
名

在宅当番医制運営事業
（健康課）

指標 小児を診療する医療機関の数（1日あたり）
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 1医療機関

実 績 値 1医療機関 1医療機関 １医療機関 1医療機関 1医療機関

内
容

　小児救急医療支援事業は、緊急入院・手術の必要な小児救急患者を対象に、埼玉県東部南地区の6市1町（春日部
市、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）で実施している病院群輪番制において二次救急医療として
診療を行うものです。
　今後も、現在の体制を維持するとともに、新たな参加を促すため、医療機関への働きかけを行います。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　第二次救急医療体制(二次体制)として、6市1町の東部南地区救急医療圏において、輪番制で小児救急医療支援事業
(二次救急)を実施しました。平成27年度から令和元年度まで春日部市立医療センターが輪番医療機関として受け入れ
をしています。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度） 1病院 進 捗 率 100.0%

実績値（R1年度） 1病院 評 価 A
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事
業
名

小児救急医療支援事業
（健康課）

指標 市内の参加病院数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 1病院

実 績 値 1病院 1病院 1病院 １病院 1病院

　小児救急平日夜間診療部の運営は、15歳未満の救急患者を対象に、かかりつけ医療機関が終了した後に容態が急変
し翌日までに緊急な治療が必要な場合に、一次救急医療として内科の診療を実施するものです。
　平成28年7月1日に春日部小児救急夜間診療所が開設したことにりより、今後さらに、土日休日の夜間にも診療を実
施し、小児一次救急医療体制の充実を図ります。

５
年
間
の
事
業
進
捗
状
況

　平成28年7月の市立医療センターの移転に伴い、市立病院の一部門であった小児救急夜間診療部は春日部小児救急夜
間診療所として市役所第二別館1階に移転・独立し、引き続き一次救急医療として内科の診療を実施しました。土日診
療については診療医師確保の問題等により開始には至りませんでしたが、引き続き春日部市医師会等関係機関と調整
をしていきます。

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

目標値（R1年度） 365日 進 捗 率 65.8%

実績値（R1年度） 240日 評 価 B
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事
業
名

小児救急平日夜間診療部
の運営（健康課）

指標 診療日数
事業の傾向 現状維持

初期値（H25年度） 244日

実 績 値 243日 244日 244日 244日 240日

内
容


